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Summary  

TheresultsofthecatchesoftesttrawltishinginthenorthemareaofEastChinaSeaねrthepast  

SeVenyearS（from1981to1987）wereinvestigated－ Thetest鮎hingoperationswereconductedeight  

Orninetimesinthesummereveryyear．Theresultsobtainedaresurrmarizedasbllows－   

1．Itwasinferredthatthechangeinthe鮎hingconditionsisre8ectedinthedi鮎renceofthe  

CatChesandcompositionofthespesiesorthe鮎11Caught．1、hehighestcauかtspeciesintllisareais  

｝IiraとSulⅥeganiOぴα痺β5♪〟邦r如ね‘ぶ．   

2．Thernain鮎11ingareaoftllePrincipalspesies（10species）wasdividedinto3areas：theareaof  

ShauowerthanlOOmindepth，deeperthanlOOmandstretchingoverbothareas．Acorrelationwas  

Observedbetweenthespecieso川shcaughtandthemateriaismakinguptheseabottom．   

3■ GonadsofHimeAu極us舟onicuswereveryimmatureandindividualshavingamaturegonad  

WerenOtCOn蔦med・Ontheotherside，gOnadofSokokanagasiraエゆ弱め包ゾ〟α砂ざざαJ怨weremostly  

血maturebutindividualshav－ngarnaturegOnadwerenotconfirmedtoanygreatextendr Young鮎hes  

Ofbothspecieswerenotobserveddurhlgthesummermonths．  

Keywords：traW卜EastChinaSea   

粟シナ海を漁場とする以西底引網（トロール・底引網）  

漁葉蘭わが‡当の蕊粟漁業の1つで，剛毎城における漁雑  

は，年間20ガトン（1985年度統糾こよる）に透し，この  

海域の生産性は商い。また，同海域ほ地理的に本邦に近  

く，本邦周辺における層指の漁場でもあり，漁死の動向  

に対する漁共著の関心はきわめて強い。  

この海域における腐生魚類については1掛海区水産研究  

所において多くの研究が行なわれている。例えば，敢  

首1）は東海・費擁の底生魚の生劉勺特酬こついて報脅し，  

岸田ら2）ほ200m等深線に沿った水城におけるトロー  

ル曳網面積と魚蜜豆の′陵数について検討し陸棚上と陸棚斜  

預iとの差異を指摘し，中島ら：事〉は魚種組成に基き漁場‡言  

分を行なっている。   

筆者らは本学部練習船浄水丸で鯨年夏期（8月）東シ  

ナ海の許可水城でトロール独楽の試験棟莱を実施してい   
i綱1163年10月31日 安里捜  

＊中央魚類株式会社（ChuogyoruiCo．Ltd．）  
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3．銑鉄操簾時期   

洗駿撲磯瀾憫は，毎年夏季8月上旬と下旬（8月2日  

～7E‡のl～iほ8月20El～27‡ヨの問）のそれぞれ2日間な  

いし3日間である。また，11ヨの根葉桓傲は，i回－4  

回で，全て早朝6時一夕刻17時30分までの間に行なった。  

4．試験棟紫水域   

試験棟某を行なった水域は次のA，B，C，および，  

D点で囲まれた東シナ海北部の揉某許呼水域（Fig．1参  

る。その漁雑物は，魚顆・l′i′！塩類・流足頼など変化に富  

んでいる。過去7年l閃この源域で実施した拭験操某紙牒  

をみると，年によって漁雑される魚種や漁弛混に相違が  

認められる。また，揉某海域による独雑魚梯の差異を指  

摘できる。   

本研究でほ，鯨年榊摘洞海域で行なわれる斌験操業  

の漁獲鋳兼をもとに，漁雄蕊の年推移，および，梅域的  

な相違について検討した。また，多放される2魚種（ヒ  

メ A扉紗那」極刑蕗激 とソコカナガシラエゆたねかなぬ  

α如ざαぬ）を遊び，fl三物学的な特性について検討し，若  

干の知見を得たので報告する。  

資料 と方法   

1．資   料   

本研究に用いた資料は1981年…87年までの各級駿操業  

における漁礁練乳 およぴ，1987年8月実施した紙状授  

業において独裁されたヒメA．ノ呼びJ血fぶとソコカナガシ  

ラエ．吻5ぶ〟～怨の生物綱査の結果である。  

2．主要10魚種   

本研究では，過去7年牒】の洗駿凍灘で多捜されている  

こと，他の文献からみて多獲される可能櫻があること，  

水並上その利用価蘭が認められていることなどの3点を  

考慮し，多くの漁雑魚礫の中から主薯な棟として，  

Tab】elに示した魚顆と甲殻密書など10株を研究の対象と  

し：／∴  

120－E  125●E  130●E  
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移についてみる。Fig．3は主要10魚触こついて魚種別に  

7年‡≠ぎjのCPUEの推移を示したものである。これらの  

聞から次のことを指摘することができる。タナウオ  

苅庇加適職い壇励椚碍 キグチ魚紬血液酬町域叩頭 シロ  

グチ血紗職制棚＝昭印加触1及び，ガザミグⅣ血刑路～γ～一  

触わβ柁〝如（Sの′1樵は減少傾向を示している。特に，ガ  

ザミグ．乃壷減刑融加齢 シログチA．明卿融触は当初  

の1年～2年多放されているが，それ以後ほとんど漁兆  

されていない。他の6桃は隼による変動が統み取れない  

もの，あるいは，変動が大きすぎて，増加もしくは減少  

の傾向がほとんど読み取れないものなど明確な傾向はみ  

られない。   

さらに，年別漁獲魚榔組成についてみる。′rab】e2は  

照）内である。操業は毎夏ほぼ金氷域にわたって行ない  

年度による偏りはほとんどない。  

5．漁具漁法   

使翔漁具は．本学部練習船静水丸（総トン数359．31  

トン）に設備されているオッタートロール網（Iiead  

rope32．4m，Groundrope軋5m）である。曳網速磯は，  

2．5～3．5ノット，また，曳糾中の網目の高さは，ネット  

レコーダーの紀録からほぼ3mであることが碓認され  

た。  

結果 と考察   

1．漁礁結果   

Fig．2は，各年度の漁獲鹿と曳網距離とを比較したも  

のである。曳綱速度やネットレコーダーの記録からみる  

と，網なりの状態などの漁獲条件に著しい差ほなかった。  

この固から，漁放免と曳網距舶の悶＝こ明硝な閑適を見出  

すことはできない。しかし，198鋼ミ～87年にかけては，  

曳網距灘が増加しているにもかかわらず漁弛蕊は蛾遣い  

傾向を示していることがわかる。   

次に，主賓10魚種のCPUE（漁北濃／曳網紺灘）の推  
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Fig．3．YearlyvariationsinCPUE（catcllperunitefbrt）  
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Year用卜′87）  

Fig．2．Comparisonofthetotalcatch（kg）withdistance  
Ofnetstowed（km）byyear．  
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Table2・CPUE（eatchperunite魚）rt）ofprincipalspeciesbyyearinthcsummer  
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1981年～87年までの年別漁獲免税軌戎を示したものであ  

る。主賓10魚礁についてみると，マアジ7元c如≠門′ざメゆ－  

〃ざc㍍が敢も多雑された1985年以外は，どの年において  

もヒラツメガニ伽頑匝ゆ紺地触の漁獲が敢も多い。  

主賓10魚礁以外の梯の漁獲を併せて考えると操業を開始  

した1981年は主粟10魚種の漁獲が多く10魚様以外の漁獲  

が少ない傾向がみられる。その後の操業では主饗10魚穐  

の漁獲が瀾少して，代わって，10魚穐以外の漁掩の増加  

が読み取れる。しかし，1986年と1987年にほ，1（漁椎お  

よび10魚礁以外の漁獲も減少している。これらの紆果札  

年度ごとの漁況の変動が，漁獲とその魚種組成の適いに  

反映されたものと舵窟され，併せて，この略軋 この海  

域における漁獲の減少傾向を示唆しているものと考える。  

資源の変動を給ずるには，長期的なよりきめ細かい調査  

が必紫である。  

2．主要10魚種の漁礁水域   

Fig．4は，7年間に行なった紙験授薬位i馴こおける  

CPUEを梯別に円の丙種で源閲に示したものである。図  

中の【jl】線は，100ⅠⅥの等深線を教わし，×印は，操業を  

行なったが漁獲がなかった点を示している。これらの‡蛋i  

から，それぞれの様について多獲水域を指摘することが  

でき，その傾向ほ，次の3つのパターンに分類して考え  

ることができる。   

a．100nl以洩で多捜さゴtた桟  キグチ♪．か）如ぐ－  

毎 シログチA．〝聯邦如J〃ぶ，タナウオr」ゆ加肌，ガザ  

ミグ．最知如Ⅵ海蝕ざ4耗の多汲水城は100nl以浅にあ  

ることがわかる。中でも，キグチ♪．クゆαぬ，シログチ  

A．α聯乃ねfまぴ，ガザミ㌘．め如如m血触の3梯ほ100m  

以深では，全く漁獲されていない。   

b．100m以深で多赦さゴ1た棟  ヒラツメガニ0．  

函那加略 ウサワエビ撒捌飢勃ぬ吼 ヒメA．如血涙嘱  

ソコカナガシラエ．〟如5αJね，キダイ仇面㍑奴頑触喝  

マアジ㍗メ郎0乃お〟ぶ6梯の多雑水城は100m以深にあ  

ることがわかる。ヒメA．如細ぬ肌は100m以浅では  

全く漁赦されていない。   

c．河水城にわたって漁獲された種  タチウ勇一r．  

妙飯沼路，ヒラツメガこ0．匝融ぬ払 および，マアジr．  

如如血補の3稚の多獲水域は100111以浅，以探のどち  

らかに偏っているものの，操薬水城のほぼ全域で漁獲さ  

れている。   

次に漁獲水城と底質についてみる。主要10魚礁のなか  

で特に菊鹿性が強いと考えられるヒラツメガニ0▲♪〟邦C一  

触血札 ソコカナガシラエ，α妙ぶ5α毎 ガザミグ．巌如如Ⅲ一  

助叫 ウチワエビJ．浦融舶4種の多雑水城と，浜田  

ら4）の研究によって作成された東シナ海・費溢の威儲性  

状分布図を参考に底璽と漁攫とを蛮ねあわせると，次の  

ことが指摘贈れる。すなわち，ガザミグ．扉紬如勒血触  

の多獲水城の底質は泥（nlud），ウチワエビJ．cオ′由触は  

泥質砂（muddysand）と砂質泥（sandymud）で，比較的   
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Fig．4．Resultsofthecatchesofprincipalspecies．  

ThecatchesshowinCPUE（CatChperunjteffort）andthecurvedlineindicatethecontourline  

t】1elOOmdeptll．  

樵を選び生物調査を行ないその妬果を検糾した。   

a．金成組成と体盛観成  Fig．5は，ヒメA鬼神  

矧奴朋（体艮20cmに適する）とソコカナガシラエ．〟如5一  

郎ぬ（体長15c汀lを超える）の全長組成と体虫組成を雌  

雄別に示したものである。ヒメA．両如南船雄の全凝  

モードの位澄は170～180mm，雌ほ1′10－150mmと  

160…170mmのところにある。体濃モードは嫌が50～  

60g，雌が20－30gのところにある。また，ソコカナガ  

シラエ．α妙ぶgαJぬの全長モードの位膿は，雌雄とも120  

…130汀m軋体蕊モードの位置は，雌雄とも20～30gの  

ところにある。ところで，ヒメA．ノ郎∂血びぶは体戌20  

cmに述し，また，ソコカナガシラエα妙制海は体戚  

15cmを超えるといわれる（西水研5り。これらの結果を  

みると，両凍とも夏季この海域で漁捜されたこれらの2  

種楓 成魚群と判断され，幼魚はほとんど漁磯されてい  

ないことがわかる。   

普山ら6）はトロール網では，COd－end内の漁雑物があ  

る程度になると魚や雑物などが網l∃をふさいだり，ある  

いは，他の魚の活動を妨饗したりして網旧からの逸班を  

！坊ぐ作用をするという。しかし，どの試験棟米において  

も幼魚に近い小型魚が漁兆されていないことから考える   

泥の多い水城である。しかし，ヒラツメガニα如肌－  

′α血5，ソコカナガシラエ．β妙ざSαgねの多獲水城の底質は，  

砂（sand）と沢蟹砂（muddysand）で砂を主成分とする  

底質である。   

このように100m等深線の東関で漁死の差異を指摘  

することができ，多雑水城が深度によって明瞭に区分さ  

れる。また，漁獲水城と底磐との！持‖こ比較的明僚な閑適  

をみることができる。一方，この時動 この海域におけ  

る海底付近の水温ほ，14～150cであり，授業水城によ  

る差が秘めて′トさい。   

以上の結果ほ，深度と底質がこれらの棟の生息域に偏  

りを生ずる楽園の山つとして考えられ，様相互のすみ分  

け現象を示唆するものである。  

3．ヒメA．加卿ぬ胴とソコカナガシラム用句押由一  

抽の生物調査結果   

漁雑の対象となる魚類の生物学的，生態学的特性を解  

明することは独英・漁法上，また，憧久的な資源利用を  

考えるうえに欠かすことができない汲栗な基礎的窮境の  

一つである。そこで，拭験根葉で多獲された魚種のゃか  

らヒメAカ卵液閑とソコカナガシラエ．αわげgαぬの2  
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夏季東シナ海で実施したトロール漁獲結果の検討  

yig．5．（d）   

Fig．5．Totallengthandbodyweight免●equencyofAur＊usj頑OnicusandL＠idotr＊a＆ssalisfromthe  

nortllemareaOfEastChinaSeainthe summer．   



石倉 勇・相月  絨・戌谷川英一・中山  哲・小林 裕  94  

都
 
祁
 
0
0
 
8
0
 
6
8
 
亜
 
 

（
m
）
一
息
忘
…
ゝ
p
O
皿
 
 

亜
 
2
0
 
0
8
 
8
0
 
6
0
 
堀
 
 

芯
）
一
エ
ロ
芯
‡
ゝ
p
O
皿
 
 

D 2D 40 60 8ロ10012D140168180288220240  

Totallen9th（mm）  

0 2D 4D 60 8DIDO120148160柑02002202刷】  

Totallengもh（相和）  

Fig．6．（a）  

亜
 
罰
 
∞
 
8
0
 
開
 
明
 
 

芯
）
 
ゼ
も
葱
買
ゝ
官
ぷ
 
 

亜
 
祁
 
ロ
0
 
幻
 
6
0
 
亜
 
 

【
m
）
一
エ
m
芯
‡
ゝ
p
O
皿
 
 

0 28 亜 60 801D口12014016018020D220248  

Tota†1ength【踊m）  

0 28 棚 60 80川01281亜1681882082罰2亜  

Totallength（Ⅲ用）  

Fig．6．（b）  

Fig．6．Totallength竜odywei如relationofA〟′郎〟ざメ郎の〃たぴざandエゆよ血～γ扉α〝如5αgねかomtllenOrttト  

crnareaofE；lStC壬IinaSeaduringthesummer．   



夏季東シナ海で実施したトロトール漁獲結果の検討  95   

と，この結氷は，この時軋 この海域には，幼魚が存在  

していないことの示唆であると同時に，漁簸された個体  

と幼魚との生息域の分離現象を示唆しているものと考え  

る。   

b．全叔と体並との関係  Fig．6は，ヒメA．ノ郎8－  

乃ブc猥とソコカナガシラエ．α卸∬αぬの全長と体蕊との関  

係を雌雄別に表わしたものである。両種とも両者の関係  

はパワー曲線とよく扉致する。×印はほとんどIljl線」こに  

存在し，商い粕瀾憫閤が存在することが分かる。   

c．体蕊と生殖腺蕊澄との関係  ヒメA．ノ呼び乃加ぶ  

の産卵期ほ，10～12月といわれる幡水郷5））。まず，悼  

比についてみると，ランダムに採取した調査時期（8  

月）における春雄の性比（雌対雄）は180：79であった。  

この時期の性比を1：1とみなしてよいか，Ⅹ2検定を行  

なったところ5％以下の危険率で雌の方が多いと結論さ  

れた。   

他方，柑雄とも生矧挽威厳が0．1gをこえる個体は機  

鯉であった。従って，放卵・放杓後相当のE川寺を経過し  

た個体や未熟個体で鰍荻された群れが磯雄の対象となっ  

たものと考えられる。  

ソコカナガシラエ．α砂sざαぬの産卵爛締まト～3月とい  

われる（酉水研5））。性比をみると，調査を行なった時期  

（8月）における本棟の性比（雌対雄）ほ182：126で  

あった。性比を1：1であるかのⅩ2検定を行なったと  

ころ雌が多いと結論された。Fig．7はソコカナガシラエ．  

α妙g5α始の体蕊と生殖腺盛放との関係を雌雄別に示した  

ものである。この時期（8月），ま‡三雑脱が成熟した個体  

の割合は極めて低く，成熟の程度にかなりのばらつきが  

見られ，相聞傭蘭出きわめて小さい。このばらつきの婁  

園として，未熟個体や放卯・放相前後の個体が混在して  

いたことを示すもので，成熟過程の相違する個体によっ  

て構成された群れが漁独の対象となったことを示すもの  

と考えられる。  

要  約  

本学練習船勢水丸が．過去7年聞栄華（8月）に行  

なった東シナ極北部水城（許可水域）におけるトロ…ル  

駅教練莱の扱者鮫結果を検討し，次の結果を得た。  

1．調査率皮による漁況の変動が漁獲と魚棟組成の違  
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いに反映されたものと才推定された。また，この時描この  

水城における敢多雑種として，ヒラツメガニ0．♪祝邦C－  

ぬ庖高が位置づけられる。   

2．主賓10魚種の多搬水城は100m以浅，100m以  

深，および，両水城にわたるものなどの3つのパタ…ン  

に分類することができる。また，多雑種とその漁弛水城  

の底質との閑適が認められた。   

3．この時期この溢域で多独されるヒメA．ぬ助壷描  

の生殖腺は，きわめて未熟で成熟個体はほとんど漁獲さ  

れなかった。山方，ソコカナガシラエ．頑期成ねも大半  

が未熟であるが，成熟個体の胎教も少なくない。また，  

両種とも幼魚の漁雅は皆無であった。  
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